検索連動型広告と商標権侵害およびその主体 : 石けん百貨事件控訴審 by 青木, 大也
Title 検索連動型広告と商標権侵害およびその主体 : 石けん百貨事件控訴審
Author(s) 青木, 大也






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































知 的 財 産 法 の 羅針盤











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































芯\~沿 知だ門、9ピ巴針1盤いじ貸 ¥)'-vi Jtいいゞ いゞ ー、訳
注12)有益性の点は、後掲ChupaChups事件でも触れられている。
注13)判旨 (II@)の規範はプロバイダ百任制限法3条1項各号を想起させるが、同法は損害賠償責任を規律するものである。
注14)Chupa Chups事件では、「ウェブページの運営者が、 （中略）運営システムの提供・出店者からの出店申込みの許否・出店者へのサービスの一時停止や出
店停止等の管理・支配を行い、出店者からの基本出店料やシステム利用料の受領等の利益を受けている者であ って、その者が出店者による商標権侵害がある
ことを知ったとき又は知ることができたと認めるに足りる相当の理由があるに至ったときは、その後の合理的期間内に侵害内容のウェブページからの削除
がなされない限り、上記期間経過後から商標権者はウェプページの運営者に対し、商標権侵害を理由に、出店者に対するのと同様の差止請求と損害賠償請求
をすることができる」と判示された。
注15)田中・前掲注4)9頁。
注16)原審との関係で、宮脇・前掲注7)61頁参照。
注17) インターネット上の掲示板での著作権侵害に当たる書き込みを放置した掲示板の運営者の責任に関する、東京商判平17・3・3判時1893号126頁 [2
ちゃんねる小学館事件］参照。
注18)なお、仮にスペースありの場合に商標権侵害の余地を肯定すると、そのような事態を阻止するために、被控訴人は部分一致の場合も含め監視の対象と
する必要が生じ、負担が過大となる可能性を指摘するものとして、小嶋崇弘「原審判批」ジュリスト 1505号（平成28年度重要判例解説）285頁。
注19)一般論として、外川・前掲注5)136-137頁参照。
注20)原審評釈である宮脇・前掲注7)62頁では、少なくともスペースなしの場合については、原則として商標権侵害を肯定し、（被控訴人にとっては過度の負
担にならないと思われる）差止請求を認めつつ、損害賠償請求に関しては、過失推定の覆滅の可否という形で被控訴人の対応を検討すべきと指摘される。
注21)田中・前掲注4)9頁。
